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機能の概要
説明: Ariba Network の PEPPOL 統合

今までの課題

対象ソリューション

SAP Ariba で問題解決

関連情報

主なメリット

前提条件と制限事項

導入の難易度

対象エリア

やや複雑

国固有

Ariba Network

(SAP Document and Reporting Compliance を介して
SAP PEPPOL アクセスポイントを利用)

貴社のサポート問い合わせ担当者 (DSC) に、SAP 

Ariba カスタマエンゲージメントエグゼクティブまたはアカ

ウントマネージャに問い合わせるよう依頼してください。お
客様が機能を使用できるように設定する前に、前提条件
の SKU のライセンスを保有している必要があります。

バイヤーは SAP Document and Reporting Compliance 

Cloud Edition SKU 8008260のライセンスを保有してい
る必要があります。

この機能は、現時点ではドイツ、オーストラリア、および
ニュージーランドでのみ使用できます。

バイヤーは、請求書の受信のみを行うことができます。

PEPPOL 経由で送信される UBL 請求書は、法定請求書
としてみなされます。

公共団体とドキュメントを交換するためのインフラストラク
チャとして PEPPOL を推奨する、または必須とする国が
増えてきています。Ariba Network のお客様 (バイヤー) 

は、PEPPOL のいずれかの要求に合わせるか、
PEPPOL インフラストラクチャによるメリットを活用して、
PEPPOL が対応する UBL 標準で電子請求書を受信す
ることができます。

この機能により、バイヤーは SAP PEPPOL アクセスポイ
ントを使用して Ariba Network から PEPPOL に接続でき
ます。バイヤーは、すでに電子請求書の転送に PEPPOL 

を使用しているサプライヤから電子請求書を受信できま
す。バイヤーは、Ariba Network を活用して PEPPOL の
要求を満たし、サプライヤでの導入を促進できます。

PEPPOL の要求への準拠

PEPPOL 統合による Ariba Network サプライヤの対応
範囲の拡大

Ariba Network 請求書内で PEPPOL 請求書添付ファイ
ルの詳細をすべて表示
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機能の概要
説明: Ariba Network の PEPPOL 統合

詳細

• 最初に、Ariba Network バイヤーは SAP Document and Reporting Compliance Cloud Edition SKU 8008260のライセン
スを保有している必要があります。

• Ariba Network バイヤーは、PEPPOL ネットワークに登録されているサプライヤから請求書を受信できるようになりました。

• Ariba Network によって、バイヤーは PEPPOL ネットワーク上でプロファイルを作成して登録することができます。各プロファ
イルに対して一意の PEPPOL ID が作成され、ドキュメントを交換する目的で、このプロファイルをサプライヤと共有できるよう
になります。

• PEPPOL プロファイルを作成すると、Ariba Network アカウントの [設定] ページの [外部 ID] 列に、一意の PEPPOL ID が表
示されます。

• さらに、バイヤーが PEPPOL ID を PEPPOL ディレクトリに公開すると、PEPPOL に登録済みのほかのサプライヤも、ネット
ワークでそのバイヤーを特定できます。

• Ariba Network で請求書を表示するには、[添付ファイル] セクションまで下にスクロールして、サプライヤによって送信された
添付ファイルを表示するだけです。 PeppolUBL.xmlがサプライヤによって送信された請求書です。この請求書は、その他の
添付ファイル (PDF など) うちの 1 つです。

• PEPPOL 経由でサプライヤから受信した請求書は、通常、法定請求書になります。この請求書は、バイヤーバックエンドと統
合するために使用される cXML に添付されます。
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機能の概要
設定: Ariba Network の PEPPOL 統合

• 統合を設定するには、Ariba Network バイヤーアカウントにログインし、[管理] > 

[設定] > [外部ネットワーク ID の設定] に移動して、[作成] を選択します。

• [ネットワークの種類] に [PEPPOL] を選択し、必要な情報を入力します (詳細につ
いては、ドキュメントを参照してください)。

• [PEPPOL ネットワークにプロファイルを登録する] が選択されている場合にのみ、
請求書を受信します。

• 設定には、作成したプロファイルの PEPPOL ID、登録状況 (有効/保留)、公開状
況 (公開済み/未公開) が表示されます。
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